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研究の実際 -1 

２ 研究の実際 

（1） 理論研究 

ア 自立活動について 

(ｱ) 自立活動の時間について 

自立活動とは，特別支援学校や小・中学

校，義務教育学校の特別支援学級，通級に

よる指導の教育課程において，特別に設け

られた指導領域です。自立活動の指導は，

授業時間を特設して行う自立活動の時間

における指導を中心に，各教科等における

指導と密接な関連を図りながら，学校の教

育活動全体を通じて適切に行います（図

１）。 

自立活動の時間に充てる授業時数につ

いては，教科と異なり標準時数としては示

されておらず，各学校が個々の児童生徒の

実態に応じて，適切な授業時数を確保する

必要があります。 

本研究では，自立活動の時間における，児童生徒の「できる」を増やす授業づくりに取り組み

ました。自立活動の時間における指導は，個々の児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の

段階等を的確に把握して，適切な指導計画の下に行うよう配慮しなければなりません。そのため，

自立活動の指導が難しいと感じている教師は多く，具体的な指導の考え方や進め方について自信

をもつことができない教師も多くいる現状があります。そこで，自立活動の時間について，教師

が実際の指導・支援に具体的なイメージをもちながら授業づくりを進めていくことが大切だと考

え，研究を進めました。 

(ｲ) 自立活動の指導について 

自立活動の指導は，個々の児童生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主

体的に改善・克服しようとする取組を促す教育活動であり，個々の児童生徒の障害の状態や特性

及び心身の発達の段階等に即して指導を行うことが基本です。そのため，自立活動の指導に当たっ

ては，個々の児童生徒の的確な実態把握に基づき，指導すべき課題を明確にすることによって，

個別に指導目標や具体的な指導内容を定めた個別の指導計画が作成されています。また，児童生

徒の学習状況や指導の結果に基づいて，ＰＤＣＡのサイクルを確立し，適切な指導を進めていく

ことが極めて重要です。 

児童生徒の学習状況や指導の結果を評価するに当たっては，指導目標を設定する段階において，

児童生徒の実態に即し，その到達状況を具体的に捉えておくことが重要です。そのため，どのよ

うな場を想定し，何を，どのような方法で理解させるのかを明らかにしておく必要があります。

また，児童生徒の具体的な行動や観察できる状態として評価が可能となるように，工夫すること

が必要です。 

本研究では，自立活動の時間における，児童生徒の「できる」を増やす授業づくりについて，

授業内容を考えていく過程や到達状況の基準の捉え方，評価を基にＰＤＣＡサイクルの充実を図

りながら授業づくりを進めていくポイントについて示しました。そのことにより，多くの教師が

自立活動の時間における指導の進め方について，具体的なイメージをもちやすくなると考え，研

究を進めました。 

 

図１ 自立活動の指導の概念図 
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イ 応用行動分析（ＡＢＡ）について 

ＡＢＡとは，アメリカの心理学者スキナー（Ｂ.Ｆ.Skinner）によって提唱された，人間 (動物）

の行動と環境との関係を扱う学問である「行動分析学」の成果を，人間社会で活用するために発展

してきたものです。 

人間の行動を発達や認知・思考，

特性といった個人内の問題とせ

ず，その場，そのときの状況や出来

事といった周囲の環境との相互作

用の結果として捉えること（図２）

で，新しい行動の獲得や問題行動

の解決などに応用していきます。

また，人の行動を理解するために，

行動，行動の前（きっかけ），行動

の後（結果）の３つに分けて分析す

ることでその行動の目的を明らか

にする分析方法です（図３）。このように，行動の前後の環境や結果を操作することによって，望ま

しい行動に変えていきます。 

 

 

 

ＡＢＡは，個人の行動に焦点を当てるため，指導方法や支援方法は一人一人に応じたオリジナル

のプログラムになります。評価する際は，児童生徒の具体的な行動等を記録し，分析することによ

り，客観性を高め，他の教師ともその過程を共有することができます。 

ＡＢＡでは，適切な行動が起こりやすくなるように，環境を整えたり周囲の人たちの対応を変え

たりするといった具体的な対応を行う際に，目標となる行動を分けて簡単なものから教育・学習し

ていく技法であるシェイピングや，一連の行動の行程を分けて学習し，最後に一連の行動としてつ

ないでいくチェイニングなど多くの技法が使われます。それらの技法の中で課題分析やスモールス

テップが用いられます。 

本研究では，自立活動の時間について，教師が実際の指導・支援に具体的なイメージをもちなが

ら授業づくりを進めていくことができるようにするために，課題分析及びスモールステップに着目

しました。一人一人の実態に応じた学習内容を設定する際には課題分析を参考にし，本時の目標か

ら到達状況の基準を設定する際には課題分析及びスモールステップを参考にして研究を進めました。 

(ｱ) 課題分析について 

 課題分析とは，複雑な行動をより細かな具体的行動に分けたり，複雑な行動がどのような行動

のつながりによって構成されているかを明らかにしたりすることです（次頁図４）。目標を達成す

るための課題を遂行するために必要となる全ての行動を明確にし，書き留めていくことで，必要

行動の前（きっかけ) 
【例】好きなお菓子を見付ける 

行動 
【例】大声で泣く 

 行動の後（結果) 
【例】好きなお菓子を買って 

もらった 

行動の前後を分析して行動の目的を明らかにする 

様々な行動 
 

周囲の 

環境 

図２ ＡＢＡにおける行動の捉え方 

個人内の

問題 

【例】目的：好きなお菓子を買ってもらう 

相互作用 

図３ ＡＢＡにおける人の行動の理解の仕方 
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となる指導内容や指導方法を明確にすることができます。また，児童生徒がどの段階の行動でつ

まずいているかを明らかにすることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) スモールステップについて 

スモールステップとは，目標とする事柄を細分化して学習しやすくするようにしたものです。

初めから高い目標を設定するのではなく，目標を細分化し，細かい目標の達成を積み重ねながら

最終的に高い目標に近付けていきます（図５）。目標を達成するまでに時間が掛かる場合や，難し

い内容を達成しようとする場合には，モチベーションが低下しやすいため，目標を達成すること

が難しくなります。そのようなときに，スモールステップを活用することで，目標を達成するた

めの課題が学習者自身にとって取り組みやすい内容になり，自分の実態に応じたペースで進める

ことができます。そして，学習者自身が小さな「できる」を積み重ねながら，最終的な目標を達

成することができます。小さな成功体験の積み重ねから得られる達成感によって，学習者はモチ

ベーションを高めながら目標を達成するための課題に取り組むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 本研究における課題分析及びスモールステップの活用について 

(ｱ) 課題分析を参考にした学習内容の設定について 

本研究では，具体的な指導内容を設定した後の授業づくりに焦点を当てています。本研究で取

り扱う具体的な指導内容は，特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（以下，学習

指導要領解説自立活動編）に例として示されている「実態把握から具体的な指導内容を設定する

までの流れの例」（以下，流れ図）に基づいて設定したものです。学習内容の設定に当たり，まず，

自立活動の時間で指導する内容を明確にするために，具体的な指導内容を「～できる」で区切っ

て分けます（本研究では，「『～できる』で分けた指導内容」と表記）。次に，その「『～できる』

で分けた指導内容」から，学習内容を考えます。その際に，課題分析の「より細かな具体的行動

図５ スモールステップについて 

高い目標 高い目標

細かい目標④

細かい目標③

細かい目標②
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細かな具体的行動② 

細かな具体的行動① 

細かな具体的行動③ 

細かな具体的行動④ 

細かな具体的行動⑤ 

複雑な行動 

②靴下のかかとを外側にして，両手で「口」を広げる 

①靴下を手に取る 

③靴下につま先を入れる 

④靴下をかかとまで上げる 

⑤靴下を最後まで上げる 

【例】靴下をはく    

図４ 課題分析について 

課題分析 課題分析 

靴下をはくためには･･･ 
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に分ける」という方法を参考にし，児童生徒がど

のような力を身に付けることが必要なのか，細か

く具体的に複数思い浮かべます（図６）。児童生徒

の実態から学習内容を選び，題材や教材，指導方

法等を考えることで，授業内容がイメージしやす

くなります。 

 

※👉には，具体的な指導内容の設定について，関  

連する資料があります。併せて御活用ください。 

👉学習指導要領解説自立活動編 P28「流れ図」 

👉令和元年度個別実践研究「⑧_具体的な指導内

容例（障害種別）」  

 

(ｲ) 課題分析とスモールステップを参考にした到達状況の基準の設定について 

本研究では，授業の中で，児童生徒が

本時の目標をどのくらい達成したかを捉

えるために，到達状況の基準を設定しま

した。その際，課題分析の「より細かな具

体的行動に分ける」という方法とスモー

ルステップの「細かい目標の達成を積み

重ねる」という方法を参考にしました（図

７）。 

まず，課題分析を参考にして，本時の

目標から考えられる児童生徒の「できる」

姿を，具体的な行動や，教師が観察でき

るより細かな状態として，複数思い浮か

べます。 

その後，スモールステップを参考にし

て，より細かな状態として複数思い浮か

べた児童生徒の「できる」姿を，児童生徒

の実態に近い姿から段階的に積み上げま

した。これを本時の目標における到達状

況の基準としました。 

このような過程を踏んで，到達状況の

基準を設定することにより，評価する際

に，児童生徒と教師が共に到達状況を捉

えやすくなり，目標の達成に向けて,児童

生徒がどのように変容したのかを明らかにすることができると考えます。 

図７ 課題分析とスモールステップを参考にした

到達状況の基準の設定 

学習内容 

本時の目標 

課題分析 

 

具体的な行動や，教師が観察できるより細かな状態 
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児童生徒の「できる」姿 

児童生徒の「できる」姿 

スモールステップ 

 

児童生徒の「できる」姿 

児童生徒の「できる」姿 

児童生徒の「できる」姿 

到達状況の基準 
（児童生徒の実態に近い姿から段階的に積み上げる） 

図６ 課題分析を参考にした学習内容の設定 

 

「流れ図」を基に設定した 
具体的な指導内容 
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学習内容 学習内容 

学習内容 学習内容 
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区切って分ける 
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